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 本研究領域は、NF-kB、MAPK、Aktの３つの細胞内シグナル伝達経路を主な研究対象として

掲げ、翻訳後修飾によるシグナル伝達の動的制御機構と疾患との関連を明らかにすることを

目指しており、重要な研究課題である。また、数理モデルまで含めた意欲的な提案であると

評価できる。分子生物学、構造生物学、数理科学など幅広い分野の実績豊富な研究者が集結

し、それぞれがすぐれた解析系を確立しており、研究成果が期待できる。 

 


